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名詞の通時的変化の実態を明らかにすることを試みる。通時的変化のより詳細な分析・考察を実
現するため，上記の 4種の近代雑誌コーパスを統合・増補して構築された国立国語研究所（2017）
























































収録した代表的な雑誌として『東洋学芸雑誌』を選定し 5，1881・1882年刊分の 1～ 15号を使用
することとした（図 1）。





図 1　『CHJ明治・大正編 I雑誌』収録 3誌と『東洋学芸雑誌』1～ 15号の刊行年の関係









雑誌種類 雑誌名 刊行年 著者数 サンプル数
文語地の文
延べ短単位数
明六 明六雑誌 1874・1875 14 133 144,667
東洋 東洋学芸雑誌 1881・1882 41 87 ―
国民 国民之友 1887・1888 73 281 351,203
太陽 I 太陽 1895 203 390 972,342
太陽 II 太陽 1901 116 302 967,267
太陽 III 太陽 1909 69 148 501,050
太陽 IV 太陽 1917 24 35 144,454






































































































単数 複数 全体 単数 複数 全体 単数 複数 全体
ぐしょう（愚妾） 1 1 1 1 1 1
ごじん（吾人） 1368 666 2034 243 146 335 131 102 179
ごじんら（吾人等） 1 1 1 1 1 1
ごせい（吾儕） 11 1 12 9 1 9 5 1 5
ごそう（吾曹） 1 1 1 1 1 1
しょうし（小子） 29 29 8 8 1 1
しょうしはい（小子輩） 1 1 1 1 1 1
しょうせい（小生） 106 106 18 18 18 18
せっしゃ（拙者） 2 2 1 1 1 1
それがし（某） 3 3 2 2 1 1
ぼく（僕） 54 54 5 5 5 5
ぼくはい（僕輩） 1 1 1 1 1 1
よ（余） 2929 2929 584 584 280 280
よせい（余儕） 3 3 2 2 2 2
よはい（余輩） 582 23 605 182 10 185 86 9 86
よはいら（余輩等） 3 1 4 2 1 3 2 1 2
よら（余等） 24 52 76 17 18 33 17 15 28
わがはい（我が輩） 337 39 376 86 21 101 42 19 51
わがはいら（我が輩等） 1 1 1 1 1 1
われ（我） 343 629 972 103 177 274 49 100 131
われら（我等） 257 105 362 38 46 79 18 36 49
われわれ（我々） 69 69 28 28 25 25
我儕 3 3 2 2 2 2
私 1 1 1 1 1 1
妾 1 1 1 1 1 1
















一人称代名詞語形 明六 東洋 国民 太陽 I 太陽 II 太陽 III 太陽 IV 太陽 V
ぐしょう 1
ごじん 3 4 19 50 34 21 11









よ 13 30 40 115 65 37 9 1
よせい 1 1
よはい 4 6 17 32 19 8 3
よはいら 1 1
よら 1 1 8 3 3 1
わがはい 6 8 11 6 9 3 1
われ 6 2 12 15 5 4 1






14 34 63 161 96 56 22 1









に過ぎないものが国民以降増加し太陽 IVでは 50%となり，それまで使用著者率第 1位であった
「よ」を超えて最も多く使用される語形となる。
　その「ごじん」に対して大きく減少する変化を見せるのが「よ」である。「よ」は明六・東洋
では使用著者率 93%・88%であったものが，国民以降減少して太陽 IVでは 41%にまで至り，使
用著者率第 1位の位置を「ごじん」に譲る。
　他に指摘できる変化として，「よはい」「わがはい」「われ」の減少があげられる。「わがはい」
「われ」の 2語形のほうは，明六では 43%と「よ」に次いで多く使用されていたものが，太陽 I
以降は 10%未満にまで減少する。一方，「よはい」は明六の 29%から減少するもののその程度は















一人称代名詞語形 明六 東洋 国民 太陽 I 太陽 II 太陽 III 太陽 IV 太陽 V
ごじん 3 9 17 49 14 11 3
ごじんら 1
ごせい 1
よはい 1 3 4 1
よはいら 1
よら 2 2 6 5
わがはい 4 1 5 6 2 1
わがはいら 1
われ 9 1 15 49 25 10 2
われら 3 9 13 11 2
われわれ 7 13 4 1
一人称代名詞
使用著者数
14 34 63 161 96 56 22 1
図 3　複数用法の主要一人称代名詞の使用著者率の通時的変化




2～ 8%に減少し，太陽 IVに至り使用されなくなる。「われ」は，明六で 64%と他の語形と比べ
て際立って多く用いられていたものが，東洋でいったん 3%まで激減し，国民・太陽 Iで 24%・
30%まで回復，太陽 II以降減少する傾向が見られる。「ごじん」は，太陽 I以前は 21～ 30%の

















































ごじん -よ 4 12%
よ -よはい 4 12%
わがはい 4 12%
よはい 2 6%


























































よ -よはい 6 11%
ごじん -よ 4 7%
よ -われ 4 7%
しょうせい -よ 2 4%
よ -よら 2 4%
よ -わがはい 2 4%






ごじん -よ 4 18%
よ 2  9%
表 5　単数用法の語形使用タイプの雑誌種類別使用著者数・使用著者率
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併用タイプでの使用が多い点が特徴的である 9。「よ -よはい」併用タイプは「ごじん -よ」併用
タイプと拮抗して併用タイプのなかで使用著者率の最も高いタイプである。「よはい」専用タイ











































ごじん -われ 10 6%
ごじん -われら 3 2%
ごじん -われわれ 2 1%
よら 2 1%
われわれ 2 1%
















われ 5  9%
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　表 6を見ると，明六から太陽 Iにかけては，順位の上下はあるにせよ「われ」専用タイプ・「ご































































ごじん -よ｜ごじん 2  9%
よ｜ごじん 2  9%




















































Diachronic Changes in First-Person Pronouns in Literary Style Text during 
the Meiji and Taisho Periods: Analysis of the “Corpus of Historical Japanese, 
Meiji Era / Taishō Era Series I: Magazines” and the “Toyo Gakugei Zasshi”
KONDO Asuko
Adjunct Researcher, Center for Corpus Development, NINJAL
Abstract
I studied and analyzed the “Corpus of Historical Japanese, Meiji Era / Taishō Era Series I: 
Magazines” as well as the “Toyo Gakugei Zasshi” (editions 1–15) to clarify the actual state of 
quantitative and qualitative diachronic changes in the use of first-person pronouns in literary style 
text from the non-literary genre during the Meiji and Taisho periods. The analysis elucidated the 
following observations: i) an increase and development in the singular usage of gojin (吾人) and 
a decrease in the usage of yo (余); ii) an increase and development in the plural usage of warera  
(我等) and the competition between warera,  gojin and ware (我); and iii) the disappearance of the 
separate usage of word forms between singular and plural with the development of the singular 
usage of gojin.
Key words:  modern Japanese, literary style text, first-person pronouns, singular and plural usage, 
“Corpus of Historical Japanese”
